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Abstract TheRyokemetamorprdcrocksalongtheMedianTectordcLineintheMisakuboareaconnsist

of鮎Ie一grainedgneisses，mlgmatiticgranitesandmyloniticrocks・The蝕Ie－grainedgneissesare

pehtic，PSamiticandsihcious．Themigmatiticgrarbtesareleucocratic，andoccurasveinedordyke－
likeR）rmSrangngfromafewcentimeterstoseveraltensofcentimeterinthefine－grainedgnelSSeS・

TheserocksweremetamorphosedunderthemoderatetoI鴫hertemperaturepartoftheamphbolite
facies．Themylor血icrocksareclosetotheMedianTectordcLineandconsistofmyloIlitized丘ne一

grainedgneisses，K－feldsparporphyroblastrrdoI血egneissesandmylordtizeddioriteorquartzdior－
ite．

Wepresenttheobliquitiesof113K－feldsparsfromthemigmatiticgrardtesandK－feldsparporphy－

roblastmyloI血egnelSSeS．Fromtheobhqt血esofK一指1dsparS，tWOeVentSCanberecogrdzedinthe

metamorphicprocess：inthe鮎・SteVent，mOnOClirdcK－feldspars（typesIandⅢ）werefbrmedby

regionalmetamOrPIusmrelatedtomigmatization，andtriClhlicK一指ldspars（typesⅣandVwithmean

△valueofO・83）formedsuccessivelybyretrogressivedislocationmetam？rPhsmcloselyrelatedwith
thebrmationoftheMedianTectonicLine．TheincompletenessofinverslOnOfK－feldsparsinthelat－

termightsuggesthsterupheavalofthemetamorphicrocksintheareaincomparisonwiththosein

thenortheastemPartOftheHidametamorphcbelt．

TheobliquitystudyofK－feldspargrainsfromtheK－feldsparporphyroblastmylordtegneissesshows

thatdi鮎rentgralnSwithinonerockspec血enhavedifferentobhquities・Thedetailed止ⅣeStigations

of3－5mmsizeK－feldsparR）ralargesinglecrystalrevealthattheinversionofmonochlictotriC山厄c

K－feldsparoccurSatrandominasinglegraintKdikethesuggestionbyToURET（1967）thatinashde

grainittakesplacesystematically丘・Omthecoretowardstheperipheryoftheporphyroblast・

Keywords：theMedianTectordcLine，K－feldsparporphyroblastmylordtegneiss，migmatitticgranite，

K－feldsparobliql血y，inversion，uPheaval，3－5ITmSizeK－feldsparobliquity・

はじめに

カリ長石の三斜晶系から単斜晶系への転移は，緑色片岩

相と角閃岩相の境界付近で始まることが指摘されている

（RAASE＆MoRTEANI，1976）．それを裏付けるように，中部地
方領家変成帯本宮山地域において，角閃岩相の紅柱石帯か
ら珪線石－カリ長石帯に属する変成岩及びミグマタイト

質花崗岩中のカリ長石はすべて単斜晶系である（藤吉・

伊藤，1983）．変形作用がカリ長石の単斜晶系から三斜
晶系への転移を容易にすることが指摘されている（EsKO－
LA，1952；K姐AMATA，1961等）．そして長石の転移に関して
水の触媒効果も指摘されている（DoNNAYeta1．，1960；
MccoNNEL＆McKIE，1960等）．後退熱変成作用や後退変形
変成作用によるカリ長石の単斜晶系から三斜晶系への変
化は飛騨変成帯・領家変成帯から報告されている

（FUJIYOSHI，1970；藤吉・中川，1978；藤吉・大沼，1982；藤
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吉・伊藤，1983；藤吉・丸山，1984）．
水窪地域の領家変成岩の変成度は，角閃岩相の紅柱石

帯以上である（藤吉1974；HAYAMA＆YAMADA，1980）・そし
て中央構造線沿いに圧砕岩類が存在する（端山ほか，

1963；藤吉1974；HAYA鮎＆YA仙mA，1980；増田ほか，1986；
山本・増乱1990）．

中央構造線に沿って狭長に存在する水窪地域の領家変
成岩からカリ長石に関する藤吉・小林（1988）の予察的
研究結果は，当地域に単斜晶系と三斜晶系的の2種類のカ
リ長石の存在を示し，三斜晶系的カリ長石は中央構造線の
形成に関係することを推測している．

1989年以来の当地域の調査により，租粒結晶の発達によ
って特徴づけられる斑状変晶圧砕片麻岩が豊富に見出さ
れた．この王酎犬の結晶の多くは，カリ長石であり，大きい
ものは8－9cmである．また，優自質ミグマタイト質花尚
岩も豊富に見出された

これらの岩石は，一般に租粒で多量のカリ長石を含むの
で，その分離が容易である．従って，一つの目的は多数の
試料のカリ長石の三斜度を決定し，当地域の中央構造線形
成の影響の強さ及び範囲又は形成のメカニズムへのカリ
長石三斜度からのデータを提供することである．もう一
つは単結晶内での転移の仕方を明らかにすることである．
圧砕岩，特にカリ長石斑状変晶圧砕片麻岩については別の
論文で報告する．

地質概説及び岩石の簡単な記載

水窪地域の領家変成岩類は，西側で領家花崗岩体，東側
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Fig・1SimplifiedgeologicmapoftheMisakuboareaafterYAMADAet
al．（1974）and YAMAMOTO＆MASUDA（1990）・

で中央構造線で境されて，幅約2kmで中央構造線沿いに
帯状分布する（Fig．1）．中央構造線の東側には，水窪以
南では三波川結晶片岩が分布し，水窪以北では，三波川帯
が欠如して非変成の堆積岩が中央構造線と接している

（端山ほか，1963；山田ほか，1974；HAYAMA＆YAMADA，
1980）．

領家花崗岩体は，黒雲母角閃石石英閃緑岩で，古期花崗
岩類に属する（山田ほか，1974）．

領家変成岩類は，細粒片麻岩類，ミグマタイト質花崗岩，
圧砕岩類から成る．

細粒片麻岩類は，泥質・砂質片麻岩，珪質片麻岩，結晶質
石灰岩から成る．泥質・砂質細粒片麻岩は，黒雲母の多
い泥質部と石英・長石が多い少し租粒の砂質部が互層と
して存在することが多い．主な構成鉱物は，石英，斜長石，
カリ長石，黒雲母，白雲母であり，カリ長石は泥質部で少な
い．副成分鉱物としてザクロ石，珪線石，紅柱石，キンセイ
石等を含む．これらの岩石は，西側の花崗岩体の近くでは
ミグマタイト化作用を強く受ている．そこでは，粒度も粗
くなり，キンセイ石・珪線石がカリ長石と共存している・
珪質片麻岩は，赦密な細粒の岩石で，おおくは縞状を示す．
縞状を示す岩石は殆ど石英から成る部分と黒雲母，白雲母
を含む幅の狭い部分とが互層している．縞状を示さない
岩石は有色鉱物を殆ど含まないで石英から成る．結晶質
石灰岩は，ほとんど転石として見出される．殆ど方解石か
ら成る白色部分とバンド状の有色の部分から成る．石灰
質の有色の部分はザクロ石，透輝石，角閃石から成り，その
バンドに伴って，珪灰石も存在する．

これらの細粒片麻岩類の変成度は，泥質変成岩での紅柱
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Fig・2　Mapshowingthedistributionofobliquitytypes ofK－
feldspars　withintheMisakuboareaseperatedbyaheavy

liquid．TypeIisdistinguishedbytheopencircleandthe

changeoftypeⅡto V bytheincreaseofradiusofthe
inner●solidcircle．
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石，珪線石の存在及び石灰質変成岩での珪灰石の存在から
角閃岩相の紅柱石帯，珪線石帯に多くは属する．ミグマタ
イト化を強く受けたところは，キンセイ石・珪線石とカリ
長石が共存しており，これは角閃岩相高温部であることを
示す．又これは，西側の花崗岩体を隔てて存在し，ミグマ
タイト化作用を強く受けている領家片麻岩の変成度（横
井，1983）と同じである．
ミグマタイト質花崗岩は，数cmから数10cm幅の脈状

（Plate．1－a），岩脈状，バンド状（Plate．1－b）で，西側の花崗岩
体近くで顕著に存在する．主構成鉱物は，カリ長石，石英，
斜長石，黒雲母，白雲母である．

圧砕岩類は，砂質・泥質・珪質圧砕性細粒片麻岩，カリ
長石斑状変晶圧砕片麻岩，斑状閃緑岩質・石英閃緑岩質圧
砕岩から成る．一般的には不規則な形で，前の2つは西側
の花崗岩体と中央構造線との中間位から中央構造線にか
けて構造線に沿って存在し，最後のものは中央構造線近く
に存在する．
砂質・泥質圧砕性細粒片麻岩は，細粒片麻岩の圧砕岩化

が進むと共に，細粒化した基質（0．01－0．04IT∬n）と楕円一
紡錘形状の斑状結晶（0．1－0．5mm）によって特徴づけら

れる．主要構成鉱物は，斜長石，石英，カリ長石，黒雲母，自
雲母である．泥質的岩石の場合は，黒雲母・白雲母が増加
し，石英・長石が減少する．圧砕岩化が進むと共に，一般
的には黒雲母が減少し，白雲母・緑泥石の増加が見られ
る．斑状の結晶は，主に斜長石である．珪質片麻岩の圧砕
化は，細粒化と二次的鉱物である白雲母・緑泥石の存在に
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より特徴づけられる．
カリ長石斑状変晶圧砕片麻岩は，数mmから数cmの斑

状結晶によって特徴づけられる（Plate．1－C）．この岩石に
は，種々の片麻岩の組織を残すもの（Plate．1－d）と石英長
石質岩脈の構造を示すもの（Plate，1－e）とが存在する＿　斑
状結晶は，多くは楕円一紡錘形状を示すが，時には長柱状
の自形を示すものも存在する．この岩石の主要構成鉱物
は，カリ長石，石英，斜長石，白雲母，黒雲母であり，石英，自
雲母，黒雲母の量は，源岩の岩相によりことなる。斑状結
晶の多くはカリ長石であるので，カリ長石斑状変晶圧砕片
麻岩とした．

斑状閃緑岩質・石英閃緑岩質圧砕岩は，斑状の結晶はホ
ルンブレンドと斜長石により特徴づけられ，主要構成鉱物
は，斜長石・ホルンブレンド・黒雲母から斜長石・石英・
ホルンブレンド・黒雲母にわたっている．これはフ端山ほ
か（1963）によりポーフイロイド様火成源圧砕岩として，
そして山本・増田（1990）によりポーフイロクラステッ
クマイロナイトとして記載されたものである．

カリ長石の三斜度

1）方　法
測定した岩石は，当地域の変成岩類中のミグマタイト質

花崗岩，カリ長石ま酎大変晶圧砕片麻岩である．
岩石全体のカリ長石三斜度を求めるためには，次のよう

な方法で得たカリ長石試料を用いた．収集した岩石の

Fig．3MapshowingthedistributionofobliquitytypesofK－feldsparsseperatedbyaheavyliquidfrommetamorphicrocks，andKamiharaand

TenrytlkyogranitesintheSakuma－koareabasedon FUJrYOSHI＆KoBAYASHI（1988），andthemetamorphicrocksintheMisakuboarea

based onthisstudy．
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Fig．4Examplesofdiffractionpatternsof131and131reflectionsof

K－feldsparsintheMisakuboarea（Seethetextontheclassi，

ficationoftypes）．

各々について岩石の異なる部分からいくつかの切片を作
る．それを粉砕・混合して，65－100meshの粉末30－80gを
作る．これを電磁分離器にかけ，有色鉱物を除去した後，
クレルチ溶液でカリ長石を分離し，粉末試料を作った．

岩石中の各結晶粒ごとのカリ長石三斜度の違いを調べ
るために，カリ長石斑状変晶圧砕片麻岩の一つから3－5
mm厚さの岩片を作り，そこに含まれるカリ長石結晶の粒
を取り出し，粉末試料を作った．
一つの結晶中のカリ長石三斜度が結晶内で中心から縁

へどの様に変化するか調べるために，カリ長石斑状変晶圧
砕片麻岩中の大きなカリ長石結晶を取り出し，それから
Fig．7に示すように中心を通る3－5mmの厚さの2つの切
片を作り，その切片内の3－5mmサイズのカリ長石粒の粉
末を作った．

カリ長石のⅩ線回折実験については，それぞれの粉末試
料に対してCuKa線を用い，2βの310から290の区間を
測定した．

2）型の分類
GoLDSMITH＆LAVES（1954a，b）は，カリ長石の三斜度を

131と131のピーク間隔のちがいにより決定出来ることを

示し，三斜度△＝12．5（d131－d151）で定義した．しかしなが

ら，当地域のカリ長石の多くは，131と151のブロードピー

クによって特徴づけられる．従って，FUJIYOSHI（1984）によ
る便宜的基準を用いて，131と151のピークパターンの型

分類を行った・型Ⅰ－Ⅳは，151のピークの高さ叛と叛
の所の幅（それぞれa，bとする）を用い，型Ⅳ一Ⅷは131と151の
ピークの高さの平均（C）と2ピーク間のブロー

30

20

10

0

Ⅰ　Ⅱ　Ⅱ　Ⅳ　Ⅴ　Ⅵ　Ⅶ　Ⅷ

Type

Fig・5　Histogramshowingthedistributionofobliquitytypeofdif－
fractionpatternsforK－feldsparswithinthearea（A）seper－

atedbyaheavyliquid，K－feldspargrainswithinsinglehand

SpeCimen（B）and3－5mm size K－feldspars within single

CryStal〔C）．ShadedfieldsinAshowK－feldsparsfromthe

OutCrOp rOCksand open凸elds ones fromboulders ortrans－

portedrockflagments．

Shaded且eldsinBandC showK」●eldsparsfromsliceBin
Figs6and8，reSpeCtively．

ドピーク又は2ピーク間の谷間の高さ（d）との比（d／C）
を用いて，次のように分類した．即ち，型Ⅰはa＜0．250（2
β）とb＜0．390（2β），型Ⅱはa＝0．25－0．390（2β）とb＝

0．39－0．500（2β），型Ⅲはa＝0．39－0．640（2β）とb＝

0．50－0．750（2β），型Ⅳはa＞0．640（2β）とb＞0．750（2β）

及びd／C＞0．80型Vは垢＝0．80－0．50，型Ⅵは垢＝
0．50－0．30，型Ⅶは躯＝0．30－0．15，型Ⅷは〔拓＝0．15－
0．00とする．
水窪地域に存在するカリ長石三斜度の型はⅠ－Ⅵであ

り，その回折パターンの特徴をFi8．4に示した．

3）重液で分離されたカリ長石の三斜度の測定結果
当地城のミグマタイト質花崗岩，カリ長石斑状変晶圧砕

片麻岩から重液で分離後測定された113個のカリ長石試
料について，三斜度の型分類の結果をFig．5－Aに示した，
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SizeK－ftldsparswithinsinglecrystal（C）．ArabicnumeraIs

underA，BandCshowthemean　△－Values，reSpeCtively．

斜線の部分は露頭からの試料を，白抜きの部分は転石を示
す．カリ長石三斜度の型はⅠからⅥまで存在するが，Ⅲと
Ⅵがすくなく，型Ⅰと型Ⅳに2つの頻度ピークを示す．
型分類された試料のうちの露頭からの試料を用いて，当

地域のカリ長石三斜度の型分布をFig．2に示した．Fig．2
では，型の表示はFig．4に示されているように黒色内部円
の大きさで示した．即ち，型Ⅳの時黒色内部円の大きさを
外部円の半分とし，型Ⅰへと黒円を小さくし，そして型Ⅰ
は白丸とする．型Vは型Ⅳより少し内部黒円を大きくす

る．試料は，谷沿いと道路沿いから採取した．各試料の位
置をFig．2に図示する時重なる場合は中央構造線にほぼ
平行に少しずらして表示した．型分類されたカリ長石の

三斜度の分布は不規則ではあるが，一般的には，型Ⅳ・V
は西側の花崗岩体と中央構造線との中間位から中央構造

線にかけて多く存在し，型Ⅰ・Ⅱは西側の花崗岩体の近く
に多く存在する．
型V・Ⅵと131と151のピークを示す型Ⅳから求められ

た△値は0．70から0．91であり，平均△値は0．83である
（Fig．6－A）．

4）一つ岩石中のカリ長石の結晶粒ごとの三斜度の測定結果
重液分離によるカリ長石三斜度の型Vのカリ長石斑状

変晶圧砕片麻岩から3－5Ilmの厚さの岩片二つ（岩片A・

B）を作り，それから採取された61個のカリ長石の結晶

粒ごとの三斜度の測定結果については，岩片中での型の分
布をFig．7に，型頻度をF嬢．5－Bに示した．

結晶粒ごとの型は，型Vを中心に型Ⅳから型Ⅵまで存在
し，岩片内で不規則な形で結晶粒ごとに異なることを示
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Fig．7　Map showing the distribution ofobliquitytypes forK－
feldspargrains within two slices（A and B）in the single

handspecimen．

す．岩片Bと比べて，岩片Aは面積的にも頻度でも型Vが
圧倒的に多く，このことは岩石内でも不均一であることを
示す．

△値は0．60から0．93まで存在し，平均△値は0．81であ

る（Fig．6－B）．

5）一つの単結晶内での3－5mmサイズのカリ長石三斜度
の測定結果

重液分離によるカリ長石三斜度の型Ⅳのカリ長石斑状

変晶圧砕片麻岩からの数cmの大きなカリ長石結晶を採

取し，そしてFig．8に示すように，その結晶の中心を通る

ように3－5mmの厚さの結晶片2つ（AとB）を作り，その
結晶片を3－5ITmサイズに分割して得られた95個のカリ

長石試料の三斜度測定結果については，結晶片内の三斜度
の型分布をFig．9に，型頻度をFig．5－Cに示した．
3－5mmサイズのカリ長石三斜度の型はⅢからVまで存

在し，頻度はⅣが多い．結晶片BではVが非常に少ない．

結晶片内での型は不規則な形で分布し，結晶の核に型Ⅲ・
Ⅲが，縁に型Ⅳ・Vが多いか又はその逆であるというよう

な規則性は見出されない（Fig．9）．
△値は0．70から0．91まで存在し，平均△値は0．79であ

る（Fig．6－C）．

考　察

水窪地域の変成岩類からのカリ長石三斜度の型の頻度

分布には，型Ⅰと型Ⅳとの二つのピークが存在する（Fig．
5－刃．このことは，当地域の変成岩類は少なくとも二つの

変成作用を受けたことを示している．即ち，型Ⅰ・Ⅲを作
る変成作用と型Ⅳ・Vを作る変成作用である．西側の花
崗岩体近くに存在するミグマタイト質花崗岩からのカリ

長石は殆ど型Ⅰ・Ⅱであることから，前者はこの地域の領
家変成岩のミグマタイト化作用によるか西側の花崗岩の

熟変成作用によると考えられるが，中央構造線近くでも型

Ⅰ・Ⅱが存在することから，型Ⅰ・Ⅱの形成はミグマタイ
ト化作用に密接に関係する変成作用で形成されたと思わ

れる．このことは，Fig．9及びFig．10－Aに示したように，当
地城の変成岩類と花崗岩体を隔てて広く分布する領家変
成岩類からのミグマタイト質花崗岩及び片麻岩中のカリ

長石三斜度が殆ど型Ⅰ・Ⅲであることにより支持される＿

さらに，領家変成岩類が広く分布する寒狭川地域及び本宮
山地域のミグマタイト質花崗岩，片麻岩からのカリ長石三
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囚　SIiceA　■■　sliceB

Fig・8Locationmapoftwoslices（AandB）inthesingleK－feldspar
CryStal．

斜度は，ほとんど型Ⅰ・Ⅲであり（Fig．10－B，C），上記の考
えを一層支持すると思われる．従って，当地域の型Ⅰ・
Ⅲのカリ長石はミグマタイト化作用を伴う領家広域変成
作用で形成されたと考えられるだろう．

カリ長石斑状変晶圧砕片麻岩のカリ長石のかなりのも
のが型Ⅳ・Vを示すこと及び中央構造線近くで型Ⅳ・V
が多いことから，型Ⅳ・Vを作る変成作用は中央構造線形
成に伴う変形変成作用に関係づけられると思われる．

当地域に隣接する変成岩類及び花崗岩体からのカリ長
石は少量の型Ⅲを含む型Ⅰ・Ⅲであり，型Ⅳ・Vは存在し
ない（Fig．3とFig．10－A，B，C）．そして本宮山地域及び中
央構造線沿いの変成岩類を除く寒狭川地域の領家変成岩
類・花崗岩体からのカリ長石についても結果は同じであ
る（Fig．11－A，B，D，E）．一方，寒狭川地域の中央構造沿いの
変成岩類には，型Ⅳ・Vのカリ長石が存在する（Fig．11－
C）．これらの事実は，型Ⅳ・Vのカリ長石の形成は中央構
造線形成に伴う変形変成作用によることを支持している
と思われる．

変形作用がカリ長石の単斜晶系から三斜晶系への転移
を容易にすることが指摘されている（EsKOIA，1952；KA鮎－
MATA，1961；BUDDING，1968；FUJIYOSHI，1970，1984；GoR－
BATSCHEV，1972；WILSON＆CoATS，1972；藤吉・中川，1978）．
当地域の平均0，83の△値をもつ型Ⅳ・Vのカリ長石を含
む岩石は圧砕性組織を示すことから，当地域の三斜晶系カ
リ長石の形成には，変形作用が重要な役割をはたしたと思
われる．一方，長石の転移に関して水の触媒効果が指摘さ
れている（DoNNAYetal．，1960；MACCONNEL＆McKIE，1960；
BUDDING，1968）．当地域のカリ長石斑状変晶圧砕片麻岩の
多くは白雲母の増加及び縁泥石の存在で特徴づけられる
ので，熱水も当地域のカリ長石の転移に関与しているよう
に思われる，従って，当地域の三斜晶系のカリ長石（平均
0．83の△値をもつ型Ⅳ・Ⅴ）の形成は中央構造線の形成
に伴う変形・変質変成作用により形成されたと思われる．

団TypeⅢ
TypeⅢ

二・・泄Ⅳ

TypeV

Fig・9　Mapshowingthedistributionofobliquitytypesfor3－5mm

SizeK－feldsparswithintwoslices（AandB）inthesingleK－
feldsparcrystal．ThelocationofslicesAandBisshownin

Fig．8．

変形・変質変成作用を受けた飛騨変成帯の早月川上流，
布施川・黒部川地域，片貝川上流地域の変成岩類からのカ
リ長石は型Vから型Ⅷが多く存在し，特に片貝川上流地域
のものでは型Ⅷが多い（Fig．12－A，B，C）．それに対して当
地域のカリ長石は型Vも少なく，型Ⅵから型Ⅷは殆どまた
は全く存在しない（Fig．5－A）．カリ長石の転移はIsluggishT
であると言われているので，早月・片月川上流地域の飛騨
変成岩類は変形・変質変成作用を長く受けたことを示し，
当地域の変成岩類は変形・変質変成作用を受けた期間が
早月・片貝川上流地域のものと比べより短かった事を示
すだろう．このことは，MANNERSTRAND＆LINDH（1995）が
指摘しているように，当地域の変成岩類は早月・片貝川上
流地域のものよりより速い上昇運動を示唆しているだろ
う．
一つの岩石中の各カリ長石結晶粒ごとに構造状態が異

なること及び一つのカリ長石の単結晶が種々の構造状態
の異なる部分から成ることは，SMITHSON（1962），NILSSEN＆
SMITHSON（1965），ToURET（1967）等によって指摘されてい
る．当地域での一つの岩石（型Vのカリ長石を示すカリ
長石斑状変晶圧砕片麻岩）中の各カリ長石結晶粒ごとの
三斜度は，型ⅣからⅥ間での比較的狭い範囲で結晶粒ごと
に異なる．また，型Ⅳカリ長石を示すカリ長石斑状変晶圧
砕片麻岩中の一つのカリ長石の単結晶は3－5mmサイズ
の部分ごとに型ⅡからⅥまでの変化を示して上記の人々
の指摘が正しいことを裏付けた．TouRET（1967）は，単結
晶内での三斜度の変化に関して核から縁へ，単斜晶系から
三斜晶系へと変化することを少しのデータから示唆した．
しかし，当地域の大きな結晶の中心を通る二つの結晶片の
3－5mmサイズの部分ごとの測定結果では，そのような規
則性は見られず，結晶内でランダムに型ⅡからⅥが分布す
ることがわかった．この結晶内のカリ長石三斜度の分布
は，当地域内のカリ長石三斜度の不規則な分布とよく一
致しており，中央構造線の形成に伴う変形・変質変成作用
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Fig．10　Histogram showingthedistributionofobliquitytypes forK－feldspars fromthemetamorphic rocks（A）andthe Kamiharaand
Tenryukyogranites（BandC，reSpeCtively）inthe Sakuma－koareabasedonFuJIYOSHI＆KoBAYASHI（1988），andthemetamorphic

rocks（D）intheMisakuboarea．

によるカリ長石の転移は結晶内スケールから地域内ス

ケールでランダムに起こったこと示している．

謝辞：この地域の地質調査及び岩石試料の採取に際して

は，1990年以来の静岡大学教育学部学生岡田直樹，石塚雅

人，宮下智亘，横井和好，坂本隆典，内野和紀の各氏に多大
の御助力を頂いた．静岡大学の黒田　直教授には原稿を
読んで御意見を頂いた．これらの方々に深く感謝の意を

表する．
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Plate．1

PhotographsofmigmatiticgranitesandK－feldsparporphyroblastmylonitegneisses．

a．Vein－like migmatitic graniteinthefine一grainedpeliticgneiss

Closetothegraniticbodyborder．

b．Dyke－Orband－like migmatitic granitein the fine一grained

psamiticgneiss．

C．K－feldsparporphyroblastmylonitegneiss

17

d．K－feldsparporphyroblastmylonitegneissdevelopinginthe
mylonitized，fine一grainedpsamiticgneiss

e．Dyke－like K－feldsparporphyroblastgneissinthe mylonitized，
nne一grainedpeliticgneiss


